
「夢の電動車いす」

加藤　泉

後書き

この詩を作ったきっかけは、加藤誠さんという方が「詩を書いてみない？」

と言われたことからです。

この詩が思いついたのは、自分の声で動く車椅子が欲しかったことから、加

藤誠さんと一緒に作りました。

出来上がったこの詩に加藤誠さんが曲をつけてくれて、こげら合唱団で唄わ

れるようになりました。

今はコロナウイルス感染予防の影響で唄うことができませんが、

早くコロナが落ち着いて唄えるようになるといいなと思います。
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「年賀状」

藤巻　聡美

　もう早、１１月に入りました。皆様お元気でお過ごしでしょうか。

　とうたす班で一番忙しい年賀状の時期となりました。9 月の末には喪中はがき

の注文がありました。もう、遅いぐらいですが少しでも宣伝になればと思います。

　来年は寅年ですね。絵心なんてない私は、寅年だから寅に見えるだろうと干支

の絵にしたりしています。

　昔の父の版画等の絵を使ったりして、年賀状を毎年とうたす班で作っています。

　皆様のとうたす班への沢山の依頼が、ありますようにと願うばかりです。

どうぞ、よろしくお願い致します。
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